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所所属属：：福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  一一般般科科目目教教室室（（人人文文社社会会科科学学系系））

研研究究タタイイトトルル：：  

平安時代後期物語『夜の寝覚』の研究 
氏氏名名：：  池池田田  彩彩音音／／IIKKEEDDAA  AAyyaannee  EE--mmaaiill：： iikkeeddaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（文文学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  中中古古文文学学会会、、日日本本文文藝藝學學会会、、立立命命館館大大学学日日本本文文学学会会  

キキーーワワーードド：： 物物語語文文学学、、平平安安時時代代、、『『夜夜のの寝寝覚覚』』、、『『源源氏氏物物語語』』  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・くくずずしし字字でで書書かかれれたた資資料料をを読読みみたたいい方方、、日日本本のの古古典典文文学学をを読読んんででみみたたいい方方ななどどにに向向けけてて、、

公公開開講講座座やや出出前前授授業業、、情情報報発発信信ががででききれればばとと考考ええてていいまますす。。

研研究究内内容容：：  

【【平平安安時時代代後後期期のの物物語語『『夜夜のの寝寝覚覚』』ととはは何何かか】】  

平平安安時時代代ににははささままざざままなな物物語語がが作作らられれままししたた。。そそのの中中ででもも特特にに有有名名ななののはは、、『『源源氏氏物物語語』』ででししょょうう。。そそのの『『源源氏氏

物物語語』』のの影影響響をを受受けけななががららもも、、一一貫貫ししてて一一人人のの女女性性をを中中心心人人物物にに据据ええるるとといいうう趣趣向向をを凝凝ららししたた、、『『夜夜のの寝寝覚覚』』とといい

うう物物語語ががあありりまますす。。  

ここのの物物語語はは、、鎌鎌倉倉時時代代のの物物語語評評論論書書『『無無名名草草子子』』でで高高くく評評価価さされれてていいるるほほかか、、絵絵巻巻がが作作らられれたたりり、、改改作作本本がが作作

らられれたたりりとと、、二二次次創創作作意意欲欲ををかかきき立立ててるるほほどどにに注注目目さされれてていいたたここととががわわかかりりまますす。。  

残残念念ななががらら、、現現在在ははそそのの全全ててをを読読むむここととががででききるるわわけけででははななくく、、物物語語のの中中間間とと末末尾尾がが失失わわれれたた状状態態のの本本ででしし

かか、、読読むむここととががででききまませせんん。。ししかかししななががらら、、かかつつてて注注目目さされれてていいたた作作品品ででああっったたががゆゆええにに、、他他のの資資料料のの記記述述かからら

そそのの内内容容をを推推察察ででききまますす。。  

他他のの資資料料のの扱扱いいににはは注注意意がが必必要要でですすがが、、現現存存すするる『『夜夜のの寝寝覚覚』』のの記記述述とと他他のの資資料料のの記記述述をを検検討討しし、、どどののよようう

ににつつななががりりをを見見出出すすここととががででききるるかか、、どどののよよううにに解解釈釈がが可可能能かかとといいううここととをを常常にに問問いい続続けけ、、『『夜夜のの寝寝覚覚』』とといいうう作作品品

ををいいかかにに捉捉ええるるここととががででききるるかかににつついいてて研研究究をを進進めめてていいまますす。。  

【【女女性性をを主主人人公公ととししてて物物語語をを展展開開ささせせるる方方法法はは何何かか】】  

平平安安時時代代、、特特にに身身分分のの高高いい女女性性はは、、行行動動範範囲囲やや交交流流関関係係もも限限らられれてていいままししたた。。光光源源氏氏とといいうう男男性性をを主主人人公公ととしし

たた『『源源氏氏物物語語』』とと比比べべてて『『夜夜のの寝寝覚覚』』がが大大ききくく異異ななるるののはは、、そそううししたた物物語語をを展展開開ささせせるるううええでで制制約約ののああるる女女性性をを主主人人

公公にに据据ええてていいるる点点でですす。。『『夜夜のの寝寝覚覚』』がが物物語語をを展展開開ささせせるるののにに用用いいたた方方法法ととははどどののよよううななももののかか、、とといいううここととにに関関心心

をを持持ちち、、主主ととししててそそのの言言葉葉のの用用いい方方やや意意味味のの分分析析をを通通ししてて考考察察をを行行っってていいまますす。。  

ここれれままででのの研研究究でではは、、人人物物造造型型やや『『源源氏氏物物語語』』ななどどのの先先行行作作品品ととのの関関わわりりかからら、、物物語語がが必必然然的的にに展展開開ししてていいくくよよ

ううなな言言葉葉がが意意識識的的にに配配置置さされれてていいるるここととががわわかかっっててききままししたた。。ここううししたた検検討討をを通通ししてて、、『『夜夜のの寝寝覚覚』』とといいうう作作品品ににつついい

ててだだけけででははななくく、、『『夜夜のの寝寝覚覚』』がが他他のの先先行行作作品品ななどどををいいかかにに読読みみ取取っってていいたたかか、、とといいううここととににつついいててもも明明ららかかににななっっ

ててききままししたた。。  

『『夜夜のの寝寝覚覚』』はは全全貌貌ののわわかかららなないい作作品品ででははあありりまますすがが、、他他のの作作品品ににははなないい特特徴徴をを持持ちち、、平平安安時時代代後後期期とといいうう時時代代

をを知知るるたためめにに重重要要なな作作品品でですす。。日日本本文文学学史史をを正正確確にに把把握握すするるににはは、、ここのの作作品品のの検検討討がが不不可可欠欠だだとと考考ええ、、研研究究をを行行

っってていいまますす。。  
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